
皆 マ
ン
ガ
で
辿
る
八
重
姫
の
一
生

さ
ん
は
か
つ
て
の
菰
野
藩
を
支

え
た
女
性
「
八や

重え

姫ひ
め

」
の
存
在

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
八
重
姫
は
織
田

信
長
の
次
男
織お

田だ

信の
ぶ

雄か
つ

の
娘
で
あ
り
、

織
田
信
長
の
孫
に
あ
た
る
女
性
で
す
。

初
代
菰
野
藩
主
、
土ひ
じ

方か
た

雄か
つ

氏う
じ

の
妻
と
な

り
、
３
代
に
わ
た
っ
て
菰
野
藩
を
支
え

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
菰
野
町
で
は

令
和
４
年
度
、
ふ
る
さ
と
の
偉
人
を
通

じ
て
、
郷
土
や
未
来
の
展
望
を
考
え
る

八重姫は、菰野藩初代藩主「土
ひじ

方
かた

雄
かつ

氏
うじ

」の正
室で、織田信長の次男である織田信雄の娘で
あり、信長譲りの気品や器量と人望の厚さか
ら領民に慕われていました。八重姫は、女性
ながらも菰野藩の初代藩主から３代藩主まで
の三代にわたって支え、92 歳という天寿を
全うするまで、菰野藩の藩政に尽くしました。
祖父織田信長の焼き討ちなどにより荒廃した
寺や町の復興などにも尽力し、戦国を生き抜
いた賢夫人とも言われています。 

1588 1679

菰野藩を支えた

賢夫人「八重姫」

YAEHIME

菰
野
町
の
か
つ
て
の
偉
人
を

菰
野
町
の
漫
画
家
が
描
き
あ
げ

現
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
と
伝
え
る

マ
ン
ガ
を
通
じ
て
偉
人
の
一
生
を
辿た

ど

る

「
菰
野
町
偉
人
マ
ン
ガ 

八
重
姫
伝
」

菰野町偉人マンガ特集

初 八
重
姫
の
一
生
を
紐
解
く

代
菰
野
藩
主
、
土
方
雄
氏
の
妻

で
あ
る
八
重
姫
で
す
が
、
歴
史

的
な
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
肖
像
画
は
お
ろ
か
、
そ
の
功
績
を

記
し
た
資
料
も
少
な
く
、
偉
人
マ
ン
ガ

の
制
作
を
開
始
す
る
た
め
に
ま
ず
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
資

料
の
収
集
で
し
た
。
町
内
や
菰
野
町
図

書
館
内
に
あ
る
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に

残
る
文
献
な
ど
の
中
か
ら
八
重
姫
に
↖

八重姫

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
八
重
姫

を
題
材
と
し
た
マ
ン
ガ
「
八
重
姫
伝
」

を
制
作
し
ま
し
た
。
祖
父
で
あ
る
織
田

信
長
譲
り
の
気
位
の
高
さ
を
持
ち
つ
つ

も
清
く
美
し
い
女
性
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
八
重
姫
の
一
生
が
マ
ン
ガ
と
な
っ

て
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
か
。
今
月

号
で
は
、
執
筆
い
た
だ
く
漫
画
家
の
募

集
か
ら
始
ま
り
、
１
年
間
か
け
て
制
作

が
進
め
ら
れ
た
１
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え

る
「
菰
野
町
偉
人
マ
ン
ガ 

八
重
姫
伝
」

が
完
成
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
特
集
で

お
伝
え
し
ま
す
。
↘

堂
々
完
成

一
年
間
の
制
作
期
間
を
経
て

関
連
す
る
部
分
を
紐
解
き
、
今
回
の

マ
ン
ガ
の
題
材
と
な
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
八
重
姫
は
、
慶
長

６
年
（
１
６
０
１
年
）

に
菰
野
藩
に
入
り
、

初
代
藩
主
の
土
方
雄

氏
と
結
婚
し
ま
し
た
。

雄
氏
は
江
戸
や
戦
場

に
出
る
こ
と
が
多
く
、

菰
野
藩
が
藩
主
不
在

と
な
る
間
、
八
重
姫

が
菰
野
藩
の
政
務
を

取
り
仕
切
り
ま
し
た
。

元
和
元
年（
１
６
１
５

年
）
に
雄
氏
が
大
坂

夏
の
陣
の
後
、
京
都

の
別
邸
に
移
り
住
む

と
、
病
弱
だ
っ
た
２

代
藩
主
の
土
方
雄か
つ

高た
か

言わずと知れた尾張国出身の武将。一般的に性
格は、厳格で常人とは異なる感性を持ち、先
見性や行動力に長けていたと言われている。
八重姫から見れば、信長は祖父にあたる。

1534 1582
ODA NOBUNAGA
織田信長

菰野第一区の正
しょうげんじ

眼寺にある涅
ね

槃
はん

図
ず

は、寛永
８年（1631 年）に雄高の生来病弱な身体を
案じて正眼寺の薬師如来のご加護を受ける
ため八重姫と住民たちが寄進したものです。

父である雄久とともに戦国の世を駆け
回った武将。関ヶ原の合戦の功績により徳
川家康から伊勢一万石と近江二千石を拝領
し、菰野藩を創設した。

1583 1638
HIZIKATA　KATSUUZI
土方雄氏

の
藩
政
を
支
え
、
雄
高
の
死
後
は
14
歳

の
若
さ
で
３
代
藩
主
と
な
っ
た
土
方
雄か
つ

豊と
よ

を
支
え
、
土
方
家
の
藩
主
３
代
を
見

守
っ
た
と
い
い
ま
す
。
青
年
期
は
「
奈な

於お

の
方か

た

」、
出
家
し
て
仏
門
に
入
っ
た

後
は
「
玉ぎ
ょ
く
ゆ
う
い
ん

雄
院
」
と
名
乗
り
、
延
宝
７

正眼寺の
菰野藩主土方家寄進涅槃図

菰野町指定 有形文化財
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年
（
１
６
７
９
年
）
に
92
歳
の
生
涯
を

閉
じ
る
ま
で
菰
野
藩
に
寄
り
添
い
ま
し

た
。
死
後
は
、
土
方
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
菰
野
第
三
区
の
見け
ん
し
ょ
う
じ

性
寺
に
葬
ら
れ
、

土
方
家
の
墓
と
と
も
に
玉
雄
院
の
墓
が

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

▲町内の郷土史に精通されている方や図書
館職員らで構成する菰野町偉人マンガ制
作実行委員会。実行委員会での検討を重
ね、ストーリーを構築していきました。

マンガ用設定ストーリー

　八重姫は、織田信長の次男である織田信
雄の娘で信長の孫娘にあたり、八重姫が４
歳の頃に当時８歳でのちの菰野藩初代藩主

「土方雄氏」と婚姻が決まっていました。
　八重姫が 14 歳になると信長譲りの気位の
高さと気性の激しさを兼ね備えた清く美し
い女性へと成長していました。ある時、八
重姫は江戸から数人の家老を従えて、雄氏
の待つ菰野藩に移住することとなりました。
　道中の箱根の関所にて、ある家老が八重
姫一団の通行手形を忘れてしまい、関所の
役人に止められてしまいました。家老が身
分を示す品々を見せるも、役人は首を縦に
振らず、家老は諦めかけていました。すると、
八重姫は付き人に持たせた薙

な ぎ

刀
な た

を手に取り、
役人の首を目掛けて、一閃、その薙刀を振
りかざしました。役人に対して微塵も畏れ
ないその風貌と織田家の家紋を呈した薙刀
を見た役人は頭を下げ、八重姫一団は関所
を通してもらえました。通行手形を忘れた
家老は、八重姫の前で切腹し、許しを請う
つもりでしたが、八重姫は罪に問うことも
なく、その後も自分に精進して仕えてほし
いと家老の同行を許しました。
　菰野藩についた八重姫は、家老や領民な
どの身分の差に隔たりなく接し、領民にも
慕われながら菰野藩を支えていくこととな
りました。
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▲見性寺にある土方家の墓の脇に
ひっそりとたたずむ玉雄院の墓


